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県総合農業技術センター水稲関係成果の紹介

■ ２月20日に甲斐市双葉ふれあい文化館で開催された県総合農業技術センターの「令和６年度成果発表会」

において、水稲品種「にじのきらめき」の施肥体系と刈取適期に関する試験成果が紹介されましたのでお知ら

せします。 ※なお、文章は成果情報から抜粋、写真等は県総合農業技術センターから提供いただきました。

①「にじのきらめき」の施肥体系と幼穂形成期の生育指標値
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■ にじのきらめきは、「コシヒカリ」より多収で高温耐性を持ち、令和４年度に県の奨励品種に指定され、高温障

害となりやすい平坦地を中心に普及しています。

しかし、多収性と良食味を両立する施肥体系が明らかでないため、平坦地での施肥体系の確立と幼穂形成

期における生育指標値※を設定しました。 （※生育指標値＝草丈×茎数×葉色÷1000)

[成果の内容]

目標玄米収量700㎏/10a以上、目標玄米タンパク質含有率7.2%以下を達成するための施肥体系は、窒素

成分で基肥７㎏/10a、穂肥２～３㎏/10a、幼穂形成期の生育指標値は1400～1700である。

・ 玄米タンパク質含有率が7.2%以下では食味官能値は確保される。基肥７㎏/10a以下の場合、穂肥の有無

にかかわらず、玄米タンパク質含有率は7.2%以下になる。

・ 幼穂形成期の生育指標値が1400以上の場合、穂肥２㎏施用することで玄米収量を700㎏/10a以上確保で
きる。

・ 幼穂形成期の生育指標値が1700以下の場合、穂肥２㎏施用しても、玄米タンパク含有量を7.2%以下に抑え
られる。
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■ 「にじのきらめき」は「コシヒカリ」より多収で高温耐

性を持ち、令和４年度に県の奨励品種に指定され、

平坦地を中心に普及が進んでいますが、平坦地での

登熟特性が明らかになっていません。

■ 「コシヒカリ」よりも収穫が３～６日程度遅いが、止葉

が直立し穂が隠れることや収穫時の葉色が「コシヒカ

リ」より濃いため、「コシヒカリ」と同じ見た目で収穫す

ると適期を逃しやすい。そこで平坦地での登熟特性

を把握し、収量と品質が両立できる刈取適期を把

握しました。

②「にじのきらめき」の収量と品質を両立できる刈取適期

[成果の内容]

・ 各移植時期(５月中旬、６月上旬、６月中旬)における収量と品質が安定する刈取適期は表１の通り。移植

時期ごとに登熟期間の気温が違うことから刈取適期の幅が異なる。

・ 平坦地での平均的な移植時期である６月上旬で、坪刈り玄米収量700㎏/10a以上、１等米目安の整粒率

70%以上を両立できる刈取時の出穂後積算気温(以下積算気温)は1050～1350℃である。

・ 青米率が５%以下かつ胴割れ・砕米率が低水準となる刈取時の積算気温は1100～1200℃である。

・ １等米となる刈取時の積算気温は1000～1300℃。

・ 上記3つを勘案した６月上旬移植の刈取適期積算気温は1100～1200℃で、対応する帯緑色籾率は５～15%、

登熟日数で41日～46日となる。


